
 
 

   

 

  

  

     

 

   

  

 

 

  



旧小牛田町の牛飼地区に、「牛飼長者」という古くからの伝説が残されていま

す。その内容は、「旅のお坊さんが途中で世話になった農家に居座って怠けてい

たところ、仏罰が当たって牛になってしまった。そこで心を入れ替えて農家の

為に一生懸命働いたところ、その農家は長者になることができました」という

お話です。地元では「牛飼長者がいたから牛飼という地名になった」「牛飼地区

には、牛飼長者の末裔がいる」などの話も伝わっています。 

伝説に含まれている「個人が念仏を唱えることで極楽浄土への往生（個人救

済）を願う」という仏教の所作は、鎌倉時代以降に発展したものと言われてお

り、本伝説の成立も中世以降の可能性が高いと考えられます。 

小牛田という地名に「牛」の文字が含まれていることや、「食べてすぐ横にな

ると牛になるよ！」という行儀の悪さを戒める言葉もある一方、牛飼の地名は

古く奈良時代の倭名類聚抄
わみょうるいじゅしょう

に記載のある「小田郡牛甘
お だ ぐ ん う し か い

郷
ごう

」にまで遡る可能性も

あり、その関連性については非常に面白いところです。 


